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井戸

去
る
、
７
月
２
７
日(

水
）
「
天
草
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
及
び

「
天
草
市
公
共
施
設
等
再
配
置
・
個
別

施
設
計
画
」
の
改
訂
に
伴
う
住
民
説
明

会
が
棚
底
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
会
室
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
倉
岳
支
所
の
平
課
長
が
地

域
説
明
資
料
を
基
に
①
策
定
の
経
緯

と
位
置
づ
け
②
本
市
を
取
り
巻
く
社

会
的
状
況
③
計
画
の
基
本
的
な
方
針

④
倉
岳
地
域
に
お
け
る
施
設
削
減
数

の
概
要
⑤
市
全
体
に
お
け
る
施
設
削

減
数
の
概
要
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

平
成
１
８
年
３
月
に
２
市
８
町
が

合
併
し
、
天
草
市
が
誕
生
以
来
、
市
の

基
本
理
念
で
あ
る
『
日
本
の
宝
島
“
天

草
”
の
創
造
』
実
現
に
向
け
、
住
民
の

誰
も
が
誇
り
に
思
う
「
天
草
市
」
の
宝

を
輝
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
市
政
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
当
初
約
９
５

０
０
０
人
だ
っ
た
人
口
が
、
推
計
に
よ

る
と
令
和
１
２
年
に
は
、
約
６
２
０
０

０
人
ま
で
減
少
す
る
と
い
う
。
加
え
て

令
和
８
年
度
に
は
、
普
通
交
付
税
が
今

年
度
よ
り
約
２
０
億
円
も
減
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
本
計
画
の
期
間
終

了(

令
和
１
２
年
）
に
は
、
法
定
耐
用
年

数
を
超
え
る
施
設
が
、
１
０
３
３
施
設

で
全
体
の
７
７
％
を
占
め
こ
と
か
ら
、

今
後
、
建
替
え
や
大
規
模
改
修
な
ど
に

多
大
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す

る
に
は
、
公
共
施
設
に
係
る
経
費
を
大

幅
に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
施
設
の
劣
化
や
異
常
が
確
認
さ

れ
て
か
ら
補
修
等
を
行
う
「
事
後
保

全
」
で
対
応
し
て
い
た
け
ど
今
後
は
、

定
期
的
に
診
断
を
行
い
、
適
切
な
時
期

に
補
修
等
を
行
う
「
計
画
保
全
」
で
対

応
、
施
設
の
「
物
理
的
耐
用
年
数
」
を
推

進
し
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と
い
う
。

一
方
、
倉
岳
地
域
の
再
配
置
計
画

(

案
）
の
概
要
で
は
、
令
和
３
年
度
末
に

９
４
あ
っ
た
公
共
用
財
産
の
う
ち
教

職
員
住
宅
や
体
育
館
、
物
産
施
設
な
ど

約
１
５
施
設
が
令
和
１
１
年
度
ま
で

に
削
減
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
は
、
支
所
や
コ
ミ
セ
ン

等
で
９
月
９
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
し
、
９
月
末
に
計
画
書

を
策
定
、
１
０
月
か
ら
運
用
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
と
い
う
説
明
で
し
た
。

最
後
に
質
疑
応
答
で
は
、
I

氏
か

ら
「
削
減
対
象
に
な
っ
て
い
る
施
設
の

多
く
が
補
助
金
を
受
け
て
建
設
し
た

も
の
で
、
そ
の
当
時
の
町
の
状
況
も
考

え
て
対
応
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
要

望
の
外
、
数
名
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
。

「
天
草
市
公
共
総
合
管
理
計
画
」
及
び

「
天
草
市
公
共
施
設
等
再
配
置
・
個

別
施
設
計
画
」
の
改
訂
案
に
つ
い
て

明
治
政
府
は
明
治
一
四
年
に
全
国

の
字
名
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
棚

底
村
で
は
現
在
と
同
じ
五
六
の
字
名

を
提
出
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
フ
リ

ガ
ナ
を
振
っ
て
あ
り
が
た
い
の
で
す

が
、
「
下
塔
ノ
尾
」
は
「
下
塘
ノ
尾
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
塔
ノ
尾
」
は
そ
の
ま

ま
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
単
な
る
書

き
間
違
い
か
ど
う
か
よ
く
分
り
ま
せ

ん
。少

な
く
と
も
村
で
の
集
団
生
活
を

営
む
に
は
特
定
の
場
所
に
名
前
を
つ

け
る
必
要
が
あ
る
た
め
か
な
り
以
前

か
ら
人
の
名
前
と
共
に
地
名
は
存
在

し
て
い
た
筈
で
す
。
少
な
く
と
も
江
戸

時
代
以
前
に
は
現
在
の
地
名
は
誕
生

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
名
の
由
来
を
研
究
さ
れ
て
い
る

方
は
い
ろ
ん
な
説
を
提
示
さ
れ
ま
す

が
、
例
外
が
多
す
ぎ
ま
す
の
で
、
筆
者

は
あ
ま
り
深
入
り
は
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
字
名
は
公
式
に

も
活
字
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り
小
さ
な

地
名(

狭
小
地
名
）
の
調
査
は
今
す
ぐ
必

要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
よ
う
に

共
同
で
の
農
業
・
漁
業
な
ど
が
激
変

し
た
今
、
地
区
内
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

会
話
が
な
く
な
り
、
特
に
若
い
人
は
字

名
ま
で
知
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
際
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
、
よ
く
ク
ロ

イ
ヲ
が
釣
れ
る
瀬
‥
‥
そ
れ
ぞ
れ
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

ま
し
た
ら
、
屋
号
と
か
も
含
め
て
棚
底

の
地
名
を
余
す
こ
と
な
く
調
査
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
賛
同
さ
れ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
一
緒
に
作

業
を
し
ま
し
ょ
う
。

余
談
で
す
が
、
以
下
の
字
名
は
個
人

の
苗
字
が
あ
り
ま
す
。
鳴
川
、
南
平
、
古

野
、
葉
山
、
歳
川
、
宮
崎
、
山
崎
、
小
崎
、

塔
尾
、
浦
川
。

面
白
い
の
は
、
宮
田
地
区
に
は
山
並
、

藤
川
、
中
村
、
金
子
な
ど
の
姓
が
多
い

で
す
が
、
そ
の
字
名
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

字
名
を
冠
し
た
苗
字
も
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
棚
底
の
横
道
、
上
揚
な
ど
は

字
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
使
い

ま
す(

曙
や
旭
は
戦
後
に
地
区
を
合
併

し
た
時
の
新
語
で
す
。
ど
ち
ら
も
日
出

ず
る
処
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
）
。

棚
底
三
区

歳
川
喜
三
生

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉑

棚
底
の
地
名
に
つ
い
て

もったいない！倉岳歴史民俗資料館＝削減対
象となっているが存続はできないのか？
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７月末

924（0）

６月末

482 1,043（-3）
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棚底地区振興会　　会報№２０１（４、９、１）

７月末 ６月末

609（-1)

高齢化率
５０.８２％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 273（+1）272 610

443（-2）

1,197（-2）

宮　田 445

2,580 2,576（-4）合　計 1,199

今月の石垣散策トイレ掃除当番
体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

９月 ９日（金）救急の日

９月１１日（日）敬老会（中止）

９月１５日（木）金婚・

ダイヤモンド婚表彰状伝達式

９月２１日（水）～３０日（金）
秋の全国交通安全運動

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

倉
岳
地
区
公
民
館
主
催
の
特
別
講

座
、
「
天
草
の
魅
力
再
発
見
講
座
」
が
７

月
２
４
日(

日
）
棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン

集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
飯
野
克
彦
氏
は
、
株
式
会
社

A

N

A

総
合
研
究
所
に
在
職
。
平
成

３
１
年
４
月
か
ら
天
草
市
観
光
振
興

課
に
派
遣
さ
れ
、
天
草
宝
島
戦
略
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
天
草
の
観
光
資

源
の
活
用
や
情
報
発
信
、
特
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
育
成
、
販
路
拡
大
な
ど
を
通
し

て
地
域
の
活
性
化
支
援
に
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
、

天
草
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
も
所
属

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

開
発
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
も
従
事

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

講
座
で
は
、
飯
野
氏
が
自
ら
訪
れ
、

体
験
し
た
天
草
各
地
の
美
味
し
い
食

べ
物
や
観
光
名
所
な
ど
島
内
居
住
者

が
気
づ
か
な
い
天
草
の
魅
力
や
良
さ

を

A

N

A

グ
ル
ー
プ
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
全
国
に
発
信
さ
れ

る
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

～ココロ、オドル、天草市！～

～九州地区市町村
文化財保存整備協議会へ出席～

九州地区で史跡をもっている自治体によって組織され

ている、九州地区市町村文化財保存整備協議会の総

会が福岡県大野城市で開催されました。

大野城市の史跡整備の取組みに関する報告や開館し

たばかりの大野城心のふるさと館などを視察したことで、

天草市で活かせることがないか考える機会となりました。

来年度は天草市での開催が決定しました。九州地区の

城跡の整備事例として紹介したいと思います。

（天草市文化課 宮崎）
【次回開催地として挨拶する馬場市長】

天草の魅力を島外からの目線で紹介される
＝飯野克彦氏


